
PIC
K U

P 1 ９
月
定
例
会 

議
案
審
議

歳
入
決
算
額　
86
億
２
４
５
８
万
９
３
８
５
円

歳
出
決
算
額　
86
億
１
３
３
８
万
８
８
２
９
円

PIC
K U

P 2

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

歳
入
決
算
額　
21
億
８
９
６
７
万
８
１
７
３
円

歳
出
決
算
額　
21
億
６
７
８
４
万
４
４
４
４
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

QA
国
保
加
入
者
が
世
帯
数
で
は
４
１
６

世
帯
減
少
し
て
い
る
。
加
入
率
も

27
・
８
％
と
前
年
度
よ
り
減
っ
て
い

る
。
要
因
は
。

団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
年
齢
到

達
に
加
え
、
社
会
保
険
の
適
用
拡
大

に
よ
り
社
会
保
険
へ
の
加
入
者
が
増

加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

未
就
学
児
均
等
割
保
険
料
の
減
免
措

置
が
始
ま
っ
た
。
利
用
者
の
反
応
は
。

低
所
得
者
、
未
納
者
の
方
が
納
付
し

や
す
く
な
り
、
収
納
率
で
も
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
。

出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

■
反
対
討
論

　
国
保
税
は
、
所
得
に
対
し
て
負
担

割
合
が
高
く
、
低
所
得
者
ほ
ど
国
保

税
が
高
す
ぎ
て
払
え
ず
、
滞
納
が
全

国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
基
金

を
活
用
し
払
え
る
国
保
税
に
す
る
べ

き
。

□
賛
成
討
論

　
基
金
を
取
り
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
市
全
体
の
財
政
安
定
化
に
寄

与
し
て
い
る
。
ま
た
、
均
等
割
額
の

減
免
措
置
を
国
に
要
望
し
続
け
て
い

く
姿
勢
を
評
価
す
る
。

QA

QA
昨
年
10
月
か
ら
、
所
得
に
応
じ
て
２
割

負
担
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
。

２
割
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声

は
あ
る
。
令
和
７
年
９
月
末
ま
で
１
か

月
の
負
担
増
額
の
上
限
を
３
千
円
と
し

て
い
る
。

予
防
費
（
検
診
の
事
業
費
）
の
未
執

行
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
は
。
も
う

少
し
効
果
的
に
使
え
な
か
っ
た
の
か
。

病
院
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
検
診
の

対
象
に
な
ら
な
い
た
め
に
検
診
の
受

診
率
は
36
％
。
介
護
予
防
と
保
健
指

導
に
力
を
入
れ
た
い
。

QA
出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

議
案
第
68
号　
令
和
４
年
度
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

議
案
第
69
号　
令
和
４
年
度
甲
賀
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
反
対
討
論

　
昨
年
10
月
か
ら
被
保
険
者
の
20
％

２
７
４
９
人
の
窓
口
自
己
負
担
が

２
割
と
な
っ
た
。
必
要
な
医
療
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

が
必
要
で
あ
り
、
75
歳
以
上
を
一
つ

に
集
め
て
運
営
す
る
制
度
そ
の
も
の

に
問
題
が
あ
る
。

□
賛
成
討
論

　
保
険
料
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
高
い

収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
。
資
格
管

理
や
被
保
険
者
証
の
発
行
、
給
付
の

決
定
や
保
険
料
の
徴
収
等
広
域
連
合

と
の
連
携
を
密
に
し
、
適
正
に
運
営

さ
れ
て
い
る
。
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Q PIC
K U

P 3
　
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

歳
入
決
算
額　
82
億
３
０
１
５
万
２
６
３
９
円

歳
出
決
算
額　
78
億
７
３
４
１
万
５
０
４
円

令
和
４
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
保
険
料
の
減
免
（
減
収
分
）

は
ど
れ
だ
け
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減
免
は
、

５
件
、
29
万
２
６
５
６
円
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
直
近
の
待

機
者
数
（
名
寄
せ
）
を
伺
う
。
待
機

者
は
前
年
と
比
べ
て
ど
う
か
。

令
和
５
年
８
月
１
日
時
点
の
調
査
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

名
寄
せ
で
３
２
９
人
、
前
年
よ
り
48

人
の
増
加
。

出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

A
PIC

K U
P 4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の一

部
を
改
正
し
ま
し
た

各
地
域
に
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る
甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
70
号　
令
和
４
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計

議
案
第
84
号　
甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
改
正

QA

■
反
対
討
論

　
制
度
の
改
正
で
利
用
制
限
や
介
護

保
険
料
引
き
上
げ
な
ど
「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
の
状
態
が
続
い
て
い

る
。
9
期
介
護
保
険
料
は
据
え
置
き

で
な
く
基
金
活
用
し
引
き
下
げ
る
べ

き
。
特
養
の
施
設
整
備
計
画
も
必
要
。

□
賛
成
討
論

　
本
市
の
高
齢
化
率
が
令
和
４
年
度

末
で
28
・
９
％
に
な
る
中
、
歳
入
に

お
い
て
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
の
合
計
が
67
・
13
％

で
全
体
の
２
／
３
を
占
め
て
お
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
歳
入
構
成
で
あ

る
。

Q
地
域
住
民
の
相
互
交
流
、
社
会
教
育
、

防
災
等
の
総
合
的
な
地
域
活
動
の
推

進
に
寄
与
す
る
た
め
の
拠
点
と
あ
る

が
、
ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
。

公
民
館
５
館
に
社
会
教
育
指
導
員
を

配
置
し
、
連
携
し
て
社
会
教
育
の
推

進
を
図
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り

営
利
目
的
の
事
業
も
可
能
と
な
る
。

地
域
住
民
の
利
用
が
損
な
わ
れ
な
い

か
。

営
利
目
的
に
過
度
に
か
た
よ
ら
な
い

よ
う
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
定
め
る
。

出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

A QA

■
反
対
討
論

　
公
共
性
が
維
持
で
き
る
の
か
な
ど
、

公
の
施
設
を
指
定
管
理
と
す
る
こ
と

は
問
題
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
化
に
よ
り
公
民
館
が
担
っ
て

き
た
社
会
教
育
の
役
割
が
担
保
で
き

る
の
か
、
大
い
に
疑
問
で
あ
り
課
題

が
残
る
。

□
賛
成
討
論

　
第
一
条
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
社
会
教
育
の
推
進
に
寄
与
す
る

た
め
の
拠
点
と
新
た
に
位
置
付
け
ら

れ
、
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
課
題
の
解
決
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法

で
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
施
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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番　号 議案等の名称

会　　派　　名

結　
果

提
案
者

討論 凛風会 自由民主党誠翔会 公明党 日本共産党 無会派

反　
対

賛　
成

西
田　
　
忠

瀨
古　
幾
司

西
村　
　
慧

林
田　
久
充

橋
本　
恒
典

田
中　
新
人

橋
本　
律
子

北
田　
麗
子

中
島　
裕
介

奥
村　
則
夫

小
倉　
　
剛

戎
脇　
　
浩

木
村　
眞
雄

堀　
　
郁
子

田
中　
將
之

西
山　
　
実

岡
田　
重
美

山
岡　
光
広

福
井　
　
進

田
中　
喜
克

賛否の分かれた議案・意見書　審議結果
議案

第67号
令和４年度甲賀市一般会計歳
入歳出決算の認定を求めるこ
とについて

市
長
西
山
中
島○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可

議案
第68号

令和４年度甲賀市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて

市
長
岡
田
北
田○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可

議案
第69号

令和４年度甲賀市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定を求めることについて

市
長
岡
田
田
中（
新
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可

議案
第70号

令和４年度甲賀市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて

市
長
岡
田
木
村○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可

議案
第84号

甲賀市コミュニティセンター
条例等の一部を改正する等の
条例の制定について

市
長
岡
田
西
村○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可

意見書案
第16号

現行の健康保険証の存続を求
める意見書の提出について

岡
田
西
田
西
山● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 否

意見書案
第17号

高等教育の無償化等に関する
意見書の提出について

西
山
木
村
岡
田● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 否

意見書案
第18号

県立小児保健医療センターの
ベッド削減の中止を求める意
見書の提出について

山
岡
瀨
古
岡
田● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 否

意見書案
第19号

子どもの医療費助成拡充に伴
う財政負担に関する意見書の
提出について

山
岡
小
倉
西
山○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 可

※谷永兼二議員は議長のため採決に加わらない

■賛否の分かれた議案・意見書の議決結果

９月定例会議決結果

番　　号 提案者 件　　　名

決
算
認
定

議案第71号 市長 令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて

議案第72号 市長 令和４年度甲賀市病院事業会計決算の認定を求めることについて
議案第73号 市長 令和４年度甲賀市水道事業会計決算の認定を求めることについて
議案第74号 市長 令和４年度甲賀市診療所事業会計決算の認定を求めることについて
議案第75号 市長 令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計決算の認定を求めることについて
議案第76号 市長 令和４年度甲賀市下水道事業会計決算の認定を求めることについて

人
事

議案第77号～
第80号（４件） 市長 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

条
例
改
正

議案第81号 市長
甲賀市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第82号 市長 甲賀市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第83号 市長 甲賀市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

補
正
予
算

議案第85号 市長 令和５年度甲賀市一般会計補正予算（第４号）
議案第86号 市長 令和５年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議案第87号 市長 令和５年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第88号 市長 令和５年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第１号）

意
見
書

意見書案第20号 木村 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を
求める意見書の提出について

意見書案第21号 田中（將） 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書の提出について

意見書案第22号 委員会 オウム真理教（Aleph、ひかりの輪、山田らの集団）に対する公安調査庁による
観察処分の期間更新を求める意見書の提出について

規
則 議発第　2号 委員会 甲賀市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

■全員賛成で可決・同意した議案
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